







































































































(6） K-Barth,DieKirchezwi､henOstundWest.DieGOtzewackelt, S. 124． （｢東
と西の間にある教会」著作集，第7巻）
Zimmermalm,aaO,S.203.


























































































































































































































































れるものにおいてであっても， それは， 「キリスト者共同体」において， 「キリ
スト者共同体」に向かってなされる呼びかけと訴えとして受け止めるよう求め
られている。 「論議の余地がある」ゆえに「対話」が生じる。それは時に信仰の
一致を危機に陥れるであろう。 しかし活ける一致がそこにあるなら，信仰共同
体はそれを乗り越えていく。動的一致こそ活ける教会の証しである。そのよう
にしてなされた「キリスト者共同体｣の｢政治的行為は信仰告白でもある｣<29）ほ
かない。
以上，われわれは，バルトの1952年の論文｢信仰の一致における政治的決断』
を手がかりに， キリスト者の政治的責任・教会の政治的委託が具体的にどのよ
うに果たされるのか，その一端を考察した。ここで開陳された考えはしかし，戦
後の再軍備問題の中ではじめて明らかにされたものではなかった。バルトが同
じ考えを示していたものとして, 1938年のI教会と今日の政治問題｣， とくに第
8節をわれわれは挙げてよいであろう。 ここでそれを取り上げることをしない
が,その論文の中から以下の文章を引いて,われわれの結びの言葉としたい｡「し
かし，教会の一致は， このような脅威の中にあっていかにして保証されるので
あろうか。いずれにせよそれは， どのような立場からであれ， 自分の信仰から
語るべき人たちが語らないこと沈黙することによってではない。 またそれはさ
まざまの寛容な雑談によってでもないし， さまざまの非拘束的な意見の交換に
(29) KBarth,ChristengemeindeundBUrgergemeinde,S.67
－局
DJ
｢信仰の一致における政治的決断」とは何か
よってでもない， そうではなくて，私たちがなお互いに語りあうことができる
かぎり，あちらでもこちらでも信仰において語られることによってのみ保証さ
れるのである。……私たちは神のゆえに，信仰の決断において各人に認識され
た真理を語り合う中で，私たちが互いに言わなければならないもの以外のこと
を，あるいはそれ以下のことを言うというようなことがないようにしたいもの
だ! ｣(30) 0
(2001年6月13日）
(30) K.Barth,DieKircheunddiepolitischeFragevonheute, in:EineSchweize'
Stimme,S_ 107-
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